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稚内中学校 学校だより  第 5号  発行：令和 3年 9月 1日（水） 

文責 校長：藤原雅宏 

■校訓■ 
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 7月 16日（金）、「少年の主張」宗谷地区大会が開

催されました。稚内市の代表（稚内市は２枠）として、

３年生佐藤華佳さんが出場し、優良賞を受賞しました。

例年であれば、市内の中学校の会場での発表だったので

すが、新型コロナウイルス感染症の関係でビデオ審査で

の発表となっています。 

普段の家庭学習や中 

体連大会前の部活と並 

行しての主張文の準備 

やビデオ撮影は大変だ 

ったと思います。稚内 

市の代表として大変頑 

張りました。そして優 

良賞おめでとうござい 

ます。 

 

【水泳 帯広市】 

古川結梨 50m自由形 

タイム：32秒 05 

 
 

 

 

 

 

 

【羽球 岩見沢市】 

今野隼稀 男子シングルス    初戦敗退 

 山本蒼依 女子シングルス    初戦敗退 

森楓花・丹波愛莉 女子ダブルス 初戦敗退 

夏休み中に中体連の全道大会が行われ、稚内中学校から水泳の

古川さんとバドミントン部の今野さんと山本さんがシングルス、

森さん・丹波さんがダブルスに出場し、宗谷の代表として、全道

各地から勝ち抜いてきた選手と戦ってきました。結果は、上記の

通りですが、肌で感じた全道の雰囲気やレベルを次につなげても

らいたいと思います。お疲れ様でした。 

 
 

8月 25日(水)、科学の 

甲子園ジュニア北海道大会 

を行いました。この大会は 

理科、数学等における複数 

分野の競技に協力して取り 

組むことを通じて、科学の 

楽しさ、面白さを知り、実 

生活や実社会とのつながり 

に気付き、科学を学ぶこと 

の大切さを実感することな 

どを目的として開催されています。出場資格は中学 1、2 年生の

生徒で、3人 1チームで構成すること。本校からは 2年生の金子

楓さん、杉山結芽子さん、澤田橙茉さんが立候補し、大会に参加

しました。競技中は、チームのメンバーと話し合って協力しなが

ら解答していきます。この大会は全道 111チーム 333名の中学

生が参加しており、上位 2チームには、全国大会の出場権が与え

られます。 

難しい問題に悪戦苦闘し

ましたが、協力し合いなが

ら問題に立ち向かうチーム

ワーク抜群の３人でした。

今回の経験を糧に様々な場

面で活躍することを期待し

ます。 

毎年、科学の甲子園ジュ

ニア大会は、この時期に開

催されます。興味を持った 

１年生は、来年度ぜひ参加してみてください。問題を仲間と協力

しながら解いていく経験は何事にも代え難い経験になりますし、

これからの社会を生きていくうえで必要なスキルを学ぶことがで

きます。何事にも挑戦していきましょう！！ 

 

  

稚内市立稚内中学校長 藤 原 雅 宏 

 

 8 月 19 日(木)に始業式を行い、2 学期をスタートしました。 

まだ、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中ですが、 

子どもの学びを止めない教育活動を進めていきたいと考えてい 

ます。保護者、地域の皆様には、これまで同様のご理解とご協力をよろしくお願いし

ます。 

 さて、子どもたちは２学期の個人目標を立て、その実現を目指して、挑戦し、努力

し、振り返り、２学期での成長を確かめ、次への成長を目指すことと思います。この

ことは、自身で自分の成長を促し、自立に向かう行為として価値のあることです。 

 このように、子どもが自立し、次の社会を担う土台となる力を身に付けることが、

中学校の大きな使命であると考えており、２学期始業式で、下図のことをお願いしま

した。 

今の子どもたちが社会の中核となっている 2050 年。AI や IOT などの技術が進歩

し、今、人が行っていることを代わりにやってくれる便利な時代。一方で、人口減少、

想定外の自然災害や感染症など、予測不能な時代。とも言われています。だからこそ、

創造すること、協働することなど、人が人としての強みを発揮する時代とも言われて

います。 

 中学生の今から、自分で考え、判断し、表現できる人、他の人と関わりをもてる人

へと挑戦して欲しいと思います。授業や行事などで、「『強い』 頭に汗をかく」場面

を取り入れていきます。 

2050 年には… 


